
一般質問

令和３年（２０２１年）４月２５日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

※
１　

初
動
活
動
ボ
ッ
ク
ス

（
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
と
は

　

豊
橋
市
の
各
避
難
所
に
配
備

さ
れ
た
、
避
難
所
開
設
に
係
る

手
順
を
示
す
活
動
指
示
書
や
必

要
な
資
機
材
が
収
納
さ
れ
て
い

る
箱
の
こ
と
。

※
２　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
と
は

　

皮
膚
を
通
し
て
動
脈
血
酸
素

飽
和
度
（
Ｓ
ｐ
Ｏ
２

）
と
脈
拍
数

を
測
定
す
る
た
め
の
装
置
の
こ

と
。

※
３　
 
Ｓ
Ｏ  
Ｇ
Ｉ 
と
は

ソ 

ジ

　

性
的
指
向
（S

e
x
u
a
l

O
rien
tation

）
と
性
自
認

（G
en
d
er
Id
en
tity

）の

頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
表
現

の
こ
と
。
全
て
の
人
の
性
の
在

り
方
を
人
権
と
し
て
考
え
て
い

く
際
に
使
わ
れ
る
。

 
質
問　

臼
令
和
元
年
度
末
の
市
内
太

陽
光
発
電
規
模
約
５
千
３
百　

㌔
ワ

４７

ッ
ト
の
実
現
に
市
が
投
じ
た
総
額
は
。

　

渦
暖
房
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

非
常
に
大
き
い
。
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
や
暖
炉
の
活
用
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
総
排
出
量
を
大
き
く
減
ら
せ
る
。

市
内
で
伐
採
し
た
樹
木
や
剪
定
枝
を

ペ
レ
ッ
ト
に
し
、
市
内
公
共
施
設
等

で
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
試
験
的
な

運
用
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
国
や
都
等
の
補
助
金
を
除

き
約
２
億
４
千
８
百　
万
円
で
あ
る
。

３２

　

渦
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
環
境
に

優
し
い
ス
ト
ー
ブ
だ
が
、
ペ
レ
ッ
ト

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
虚
実
を
、

ま
ず
科
学
的
に
捉
え
よ

の
保
管
、
火
災
の
危
険
性
、
臭
い
や

煙
の
発
生
等
課
題
が
あ
る
。
他
市
の

事
例
を
参
考
に
今
後
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

期
日
前
投
票
の
拡
充
は
新
人

に
不
利
に
働
く
。
拡
充
す
る
な
ら
同

時
に
選
挙
公
報
サ
イ
ト
の
周
知
を
早

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
具
体
的
提

案
を
令
和
元
年
６
月
の
一
般
質
問
で

行
っ
た
。
検
討
状
況
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

４
月

の
市
長
選
挙
等
で
は
市
報
臨
時
号
や

投
票
所
入
場
整
理
券
の
封
筒
、
啓
発

の
た
め
の
配
布
物
等
に
選
挙
公
報
な

ど
選
挙
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

選
挙
を
良
く
す
る
た
め
、
再
度
問
う

 
質
問　

臼
ご
み
出
し
な
ど
の
簡
単
な

サ
ポ
ー
ト
を
自
治
会
が
窓
口
で
行
う
、

助
け
合
い
の
会
の
取
組
の
評
価
は
。

　

渦
取
組
が
広
が
ら
な
い
理
由
は
。

　

嘘
地
域
連
絡
会
が
こ
の
取
組
を
行

う
こ
と
を
協
議
で
き
な
い
か
。

　

唄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
窓

口
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
は
。

市
長　

臼
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

渦
自
治
会
は
任
意
の
団
体
で
、
活

動
内
容
が
異
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　

嘘
自
治
会
地
域
懇
談
会
な
ど
で
こ

う
し
た
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

唄
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
様
々

小
平
団
地
自
治
会
、
助
け
合
い
の
会
の

活
動
か
ら
地
域
共
生
を
考
え
る

な
主
体
と
の
連
携
等
を
図
っ
て
い
く
。

 
質
問　

臼
活
動
の
周
知
方
法
は
。

　

渦
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
連
携
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

嘘
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
に
限
定
せ
ず
、
地
域
生
活
課
題

を
解
決
す
る
役
割
を
担
う
の
か
。

市
長　

臼
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
で
活
動
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ

た
。
今
後
も
周
知
を
工
夫
し
て
い
く
。

　

渦
連
携
す
る
こ
と
で
、
複
雑
化
等

す
る
課
題
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

嘘
引
き
続
き
高
齢
者
へ
の
支
援
等

を
行
い
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

活
動
か
ら
地
域
共
生
を
考
え
る

 
質
問　

臼
商
店
街
以
外
に
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
た
場
所
は
あ
る
か
。

　

渦
今
後
、
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
数
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
中
央
公
園
の
鷹
の
台
駅
へ

の
連
絡
地
下
通
路
に
４
台
、
教
育
委

員
会
が
設
置
し
た
も
の
と
し
て
学
校

通
学
路
に　

台
な
ど
が
あ
る
。

１１１

　

渦
自
治
会
等
か
ら
の
設
置
要
望
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
等
の
合
意
が
あ

る
な
ど
設
置
の
条
件
が
整
っ
た
場
合

に
、
都
の
補
助
金
を
活
用
し
支
援
し

て
い
く
。
現
在
、
学
園
西
町
会
へ
の

設
置
の
支
援
を
し
て
お
り
２
年
度
中

に
設
置
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
増
や
そ
う

 
質
問　

臼
令
和
２
年
度
の
１
区
画
当

た
り
の
年
間
貸
出
し
金
額
は
。

　

渦
緑
を
守
る
啓
発
の
た
め
、
市
民

菜
園
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

臼
野
火
止
菜
園
は
１
区
画
年

間
１
万
２
千
円
、
そ
の
ほ
か
の
菜
園

は
１
区
画
年
間
６
千
円
で
あ
る
。

　

渦
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
な
ど
か
ら
現
時
点
で
増
や

す
考
え
は
な
い
。
体
験
農
園
が
４
か

所
あ
り
令
和
３
年
度
も
１
か
所
開
設

す
る
た
め
、
市
は
整
備
の
支
援
を
し

て
い
る
。
今
後
も
、
市
民
が
農
業
体

験
を
通
し
緑
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で

き
る
場
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

市

民

菜

園

を

増

や

し

市
民
の
緑
を
守
る
た
め
の
啓
発
を

 
質
問　

臼
公
共
施
設
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
整
備
の
現
状
は
。

　

渦
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
等
の
活
用
は
。

　

嘘
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ル
ネ
こ
だ

い
ら
各
ホ
ー
ル
の
入
場
者
数
を
半
分

に
す
る
な
ら
ば
、
ホ
ー
ル
使
用
料
を

半
額
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

唄
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後

の
商
店
会
の
経
済
復
興
へ
の
対
策
は
。

市
長　

臼
現
在
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
あ
す
ぴ
あ
に
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
の
公
共
床
の
複
合
施
設
へ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
長　

臼
中
央
公
民
館
、
中
央
図

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
防
災
等
の

観
点
か
ら
イ
ン
フ
ラ
等
の
現
状
を
問
う

書
館
、
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
の
３
施
設

に
設
置
し
て
い
る
。

市
長　

渦
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に

お
い
て
、
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
と
ウ
ェ
ブ
会

議
用
ツ
ー
ル
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
連
携
さ

せ
、
リ
モ
ー
ト
会
議
に
字
幕
を
つ
け

る
試
み
を
行
っ
た
。
障
害
の
あ
る
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

際
の
有
効
な
手
段
と
捉
え
て
い
る
。

　

嘘
使
用
料
は
小
平
市
民
文
化
会
館

条
例
等
で
定
め
て
お
り
、
入
場
者
数

の
制
限
に
応
じ
た
減
額
は
想
定
し
て

い
な
い
。
国
等
の
指
針
に
基
づ
い
た

使
用
制
限
措
置
を
理
解
し
た
上
で
利

用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

唄
国
の
支
援
策
を
注
視
し
商
店
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
都
と
連
携
し

た
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工

芝
化
へ
の
令
和
２
年
度
の
取
組
は
。

　

渦
学
校
施
設
ス
ポ
ー
ツ
団
体
開
放
、

校
庭
の
開
放
時
間
は
４
月
か
ら　

月
１０

は
午
後
７
時
ま
で
延
伸
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
市
民
総
合
体
育
館
プ
ー
ル
利
用

の
制
限
解
除
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

　

唄
市
民
総
合
体
育
館
１
階
プ
レ
イ

ル
ー
ム
再
開
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

　

欝
小
平
市
が
休
止
し
た
学
校
施
設

や
市
営
プ
ー
ル
等
と
同
様
の
近
隣
自

治
体
の
施
設
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
た
事
案
は
あ
っ
た
か
。

市
長　

臼
今
後
の
事
業
費
が
多
額
と

な
る
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
で
あ

小
平
市
は
市
民
か
ら
運
動
す
る
場
を

奪
い
す
ぎ
な
の
で
は
な
い
か

る
こ
と
等
か
ら
、
実
施
を
見
送
っ
た
。

　

渦
学
校
教
育
及
び
近
隣
住
民
へ
の

影
響
な
ど
配
慮
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
状

況
等
の
動
向
を
注
視
し
国
等
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
判
断
し
て
い
く
。

　

唄
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
が
難
し

い
た
め
休
止
し
て
い
る
。
再
開
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

　

欝
近
隣
自
治
体
の
公
表
状
況
等
を

確
認
し
た
範
囲
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
事
案
は
な
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
に
お
い
て
、
市
民
の
声
は
本
当
に

反
映
さ
れ
て
き
た
の
か

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
課
題
を
設
定
し
政
策
課
題
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
最
終
日
の
委
員
長
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
〇
開
催
日　

令
和
２
年
１
月　

日
～

３１

令
和
３
年
３
月
９
日
（
合
計
９
回
）

【
調
査
事
項
】

○
情
報
化
推
進
に
つ
い
て

【
政
策
提
言
】

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
加
速
化
に
つ

い
て

１　

来
庁
せ
ず
に
手
続
完
了
を
目
指

す・
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
政
手
続
を
終

え
る
仕
組
み
の
構
築　

・
一
元
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
導
入

・
プ
ッ
シ
ュ
型
の
通
知
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

総
務
委
員
会

　

委
員
長　

松
岡
あ
つ
し

の
活
用　

外

２　

来
庁
時
の
待
ち
時
間
ゼ
ロ
を
目

指
す

・
引
っ
越
し
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入　

・
窓
口
申
請
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

外

 
〇
開
催
日　

令
和
２
年
２
月
３
日
～

令
和
３
年
２
月
１
日
（
合
計
７
回
）

【
調
査
事
項
】

〇
空
き
家
対
策
（
う
ち
２
回
）

〇
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
の
教
育
と
経
済
（
う
ち
５
回
）

生
活
文
教
委
員
会

　

委
員
長　
吉
本
ゆ
う
す
け

 
〇
開
催
日　

令
和
２
年
２
月
４
日
～

令
和
３
年
２
月
２
日
（
合
計
８
回
）

【
調
査
事
項
】

○
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て

 
〇
開
催
日　

令
和
２
年
２
月
５
日
～

令
和
３
年
３
月　

日
（
合
計
８
回
）

１２

【
調
査
事
項
】

○
人
と
動
物
の
共
生
社
会
の
推
進
に

つ
い
て

【
政
策
提
言
】

○
人
と
動
物
の
共
生
社
会
の
推
進
に

つ
い
て

１　

動
物
愛
護
・
動
物
福
祉
の
推
進

・
飼
い
主
の
責
務
に
関
す
る
広
報
と

周
知
の
充
実　

厚
生
委
員
会

　

委
員
長　

山
岸
真
知
子

環
境
建
設
委
員
会

　

委
員
長　

中
江　

美
和

常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報

常
任
委
員
会　

所
管
事
務
調
査
報
告告

・
教
育
現
場
等
で
の
普
及
啓
発
の
推

進　

外

２　

地
域
猫
活
動
の
推
進

・
中
心
と
な
る
団
体
の
育
成
推
進　

外３　

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

・
普
及
啓
発

４　

そ
の
他
動
物
に
関
す
る
施
策

・
庁
内
体
制
の
構
築　

外

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
圧
力
下
で

市
が
誤
っ
た
道
を
進
ま
ぬ
よ
う
に

橋
本
久
雄
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

助
け
合
い
の
会
で
地
域
共
生
を
／

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

比
留
間
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
／

市
民
菜
園
を
増
や
し
緑
を
守
る
啓
発
を

山
田
大
輔
議
員

（
政
和
会
）

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
防
災
等
の

観
点
か
ら
イ
ン
フ
ラ
等
の
現
状
を
問
う

福
室
英
俊
議
員

（
政
和
会
）

小
平
市
は
市
民
か
ら
運
動
す
る
場
を

奪
い
す
ぎ
な
の
で
は
な
い
か

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

　

３
月
定
例
会
で
各
委
員
長
が
報
告

し
た
、
前
回
の
中
間
報
告
（
令
和
２

年
２
月　

日
）
以
降
の
経
過
の
概
要

２１

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
○
開
催
日　

令
和
２
年
３
月　

日
～

２６

令
和
３
年
１
月　

日
（
合
計　

回
）

１９

１１

【
主
な
内
容
】

・
次
回
の
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
市
議
会
へ
の
提
案
箱
に
提
出
さ
れ

た
意
見
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て　

外

 
○
開
催
日　

令
和
２
年
６
月　

日
～

１７

令
和
３
年
１
月　

日
（
合
計
３
回
）

２０

【
主
な
内
容
】

・
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
状
況

・
駅
前
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況

・
都
市
計
画
公
園
の
整
備
状
況

 
○
開
催
日　

令
和
２
年
６
月　

日
～

１８

令
和
３
年
１
月　

日
（
合
計
３
回
）

２１

【
主
な
内
容
】

・
令
和
２
年
度
の
小
平
市
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
内
容
に
つ
い

て
（
そ
の
１
）
～
（
そ
の
３
）

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

（
中
間
報
告
そ
の
２
）

　

委
員
長　

さ
と
う
悦
子

都
市
基
盤
整
備

調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

松
岡
あ
つ
し

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

調
査
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

細
谷　

正

特
別
委
員

特
別
委
員
会会

調
査
等
報

調
査
等
報
告告


